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論文④

ネットワーク対応の
多言語字幕配信システム

MuLCCS(Multi-LanguageClosedCaptioningSystem)について

鈴木靖

はじめに

ＭｕＬＣＣＳとは

MuLCCSの構成

ＭｕＬＣＣＳの応用
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１．はじめに

兼者は今年度から中国詔の'+１級者を対象に、ネットワーク対応の字幕配信システムを利川した

デイクテーションの授業を行っている。

授業の目的は、中級レベルの学習者のヒアリングカを強化することにある。

授業時間は１回90分×１セメスタ（15111)のiil135〔)分。この時間内に約90分の中'五1語ビデオ教

材を学習する。

限られた授業時間を有効に利用するため、授業は次のような進め方で行っている。（図１）

図１授業の進め方

ﾎﾞｰﾄ提邑学生

教員

梗業 リイリ凸△よ：金・霧

一週間前 第一週 第二週 第三週 第四週

(1)授業の開始前に学生全員にデイクテーションIlIのＣＤ－ＲＯＭ教材を配布する。ＣＤ－ＲＯＭには授

業回数分のビデオクリップとユーザーインターフェイス)Uのアプリケーションが収録されて

いる。（図２）
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ＣＤ－ＲＯＭ教材のメニュー画面と再生画面

△型璽
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図２

｡FOD、■=①Ｄｆｆさｐと■u:、巴）尹日(差RLﾌﾟﾛ、

(2)学:樅はビデオクリップを兄ながらデイクテーションを行い、授業の一週間Uiiiまでに電薑子メー

ルでその結果をレポートする。

(3)教貝はレポートの締切後、大学のＷＷＷサーバーに字幕データをアップロードする。（図３）

図３字幕データのアップロードとダウンロード

ＷＷＷサーバ

薗~～

~壜とﾆー 教員用PＣ

鍾量i：
爺

iiL塾|：Iｎｔｅｒｎｅｔ 

~≦＝i￣ 
学生用PＣ

(4)学''１が再生画1ｍこのｃＡＰＴＩｏＮボタンを押すと、学内ＬＡＮまたはインターネットを通じてデ

ータ・ファイルがダウンロードされ、字蕪が表示される。（図４）

(5)学生は字幕を参照しながら、授業までの・週間のＩｉ１１に予習を行う。

(6)教貝はレポートの結果を蹄まえ、説[ﾘ]が必要と思われる筒所を０１１心に授業を行う。

こうした授業を実現するため、筆者は今年度、ネットワークに対応した多言語字幕の配信シス

テムを試作した。これが以下に紹介するＭｕＬＣＣＳ(MultlLanguageClosedCaptioningSystem）

である。
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ネットワーク対応の多言語字幕配偶システム

図４再生画面の字幕表示
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ａＭｕＬＣＣＳとは

ＭｕＬＣＣＳはWcbページを柵築するための技術を応川した、ネットワーク対応の多言識字幕配

偏システムである。ユーザーインターフェイスはＩＩＴＭＬ(HyperTextMarkupLanguage)をベ

ースとし、MicrosoftWindowsMediaPlayerVersion64AcliveXControlとJavaScript、

CascadingStyleSheetsによって字幕の衣示とビデオクリップのIliII御を行っている。

MLlLCCSには次のような特長がある，

(1)ソフトウェアのインストールが不要

ユーザーインターフェイスはＩＴＩＭＬをベースにＩ)H発しているため、一定の動作環境を備え

たＰＣ'があれば、新たにソフトウェアをインストールする必要はなく、ＣＤ－ＲＯＭをドライブ

にセットするだけですぐに教材を利川することができる。

(2)語学学習に向いたユーザーインターフェイス

ユーザーインターフェイスにはiWi学学習に不Iil欠なリピート機能のほか、再生．仲I上．早

送り・巻き歴しなどの機能が標準装liMiされている。また、iWjliiなスクリプトを加えることに

より新たな機能を迫力Ⅱすることも111能である。

(3)ネットワークによる字雑配信

学内ＬＡＮやインターネットを通じての字幕配ｲ『;が可能なため、授業の進度にあわせて何課

までの字聯を学生のＰＣ上に表示するかをコントロールすることができる。

(4)多言語対応

字幕データにUnicodeを採用することにより、クライアント側の環境(ＯＳの種類や使１Ｍ言語

など)に制約されることなく、「|本ｊｉｌｉや中国語、稗匡|語、西l炊諸譜、ロシア語などの字幕を

配信・表示することができる。

(5)クローズド・キャプション(ClosedCaptioning)対応

再生画iniのＣＡＰＴＩｏＮボタンで字聯の表示・」|：衣示の切り換えが可能である。

(6)字幕データの作成や修正が容易である

字幕データはテキスト形式のため、Unicode対応のテキスト・エディタがあれば簡単に作

成・編集することができる。
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ａＭｕＬＣＣＳの構成

ＭｕＬＣＣＳは、（１）ビデオクリップ、(2)字幕データ、(3)ユーザーインターフェイスという三つ

の要素から榊成されている。

(1)ビデオクリップ

ビデオクリップにはＭＰＥＧ－ｌやＭＰＥＧ-2、ＡＶIなどWindowsMediaPlayerVersi()､6.4がサ

ポートする動illji形式が利111できる。今年度の授業では約90分のＭＰＥＧ-1形式のビデオクリッ

プをＣＩ)-ＲＯＭ二枚に入れて配布した。WindowsMediaPIayerVersion64はネットワーク・

ストリーム形式のコンテンツにも対応しているため、今後、プロードバンドが杵及し、卜分

な通{ji速度が確保できるようになれば、ビデオクリップやユーザー・インターフェイスを含

め、システム全体をＷＷＷサーバーにi冊くことも可能である。

(2)字幕データ

字JilLデータには外部JavaScriplファイルを使用する。

図５は今ｲ'二度、授業で使１１]した?jr:ご雑データの一部である。データ機造は１レコード２フィ

ールドからなるイミ定長型の配列で、フィールドセパレータはコロン(:)、第１フィールドに字

幕のl刑始時'111、第２フィールドに字辮の本文が入る。

宇聯はIli1Rl語のため、クライアント０１１の環境(ＯＳのｲ0噸〔や便)11言語)によっては112常に表示

されない場合もある。このため`ｊｒ２聯の本文は図６のような変換スクリプトビを使い、ユニコ

ード・エスケープ・シーケンス（Unicodcescapes、ＡＳＣ11文`了２．.￥ｕ叩）とそれに続く４桁の１６

進値(たとえば”稚”→“Yu8COl"）に変換するのが望ましい。図７は変換後の?↑２幕データの

サンプルである。

図５字幕データのサンプル

Cpt[O]=000.0:第六集司姑0'；
Cpt[1]=0060:０，； 

Cpt[2]=Ⅲ'38.0:是進出的声音？，'；
CPt[3]=''40.0:老姉'，；
Cpt[4]=0,410:是我不小心磁到琴了,'；
Cpt[5]=''43.0:不是梁山伯',；

Cpt[6]=''450:卿；

Cpt[7]=0'460:是我''；
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ネットワーク対応の多醤鱈字幕配鱈システム

図６変換スクリプト

＜ＨＴＭＬ＞ 

＜ＨＥＡＤ＞ 

＜ＴＩＴＬＥ＞UnicodeConverter</ＴｌＴＬＥ＞ 

＜ＭＥＴＡＨＴＴＰ－ＥＱＵＩＶ=`OContent-Type00Content="text/html;charset＝UTF-8"＞ 

＜ＳＣＲＩＰＴＬＡＮＧＵＡＧＥ＝DIJavaScripto0＞ 
＜１－ 

varCpt＝ｎｅｗＡｒｒａｙＯ； 
ルー＞

＜/ＳＣＲＩＰＴ＞ 

＜ＳＣＲＩＰＴＬＡＮＧＵＡＧＥ=W1JavaScriptm,ＳＲＣ=，℃aption・js'0></SCRIPT＞
＜/ＨＥＡＤ＞ 

＜ＢＯＤＹ＞ 

＜ＳＣＲｌＰＴＬＡＮＧＵＡＧＥ＝,,JavaScripr'＞ 
＜１－ 

for(i=O;i<Cpt｣ength;i++)｛ 

dOCUmentWrite(0℃Pt[o'+i+'']=\00,0)； 

documentwrite(Cpt[i]・spIit(叩:,，)[O]+`':00)i

document､write(escape(Cpt[ilsplit(,,:'0)[1])+00\'0;，，)； 

｝ 

ルー＞

＜/ＳＣＲＩＰＴ＞ 

＜/ＢＯＤＹ＞ 

＜/ＨＴＭＬ＞ 

図７変換後の字幕データ

Cpt[O]='000:\u7B2CYu516D\ug6C6Yu3000\u7F5AYu7AD9''； 

Cpt[1】='060:''；

Cpt[21='038.0:\u662F\u8CO1Yu51FA\u7684\u58FO\ug7F3\uFF1PO； 

Cpt[3]='040.0:\uBOO1\u5EO8'0； 

Cpt[4]=0,41.0:\u662F\u6211￥u4EOD\u5COF\u5FC3Yu7BBO\u5230\u7434\u4EB60,； 

Cpt【5]=’'43.0:\u4EOD\u662F\u6881\u5C71\u4F2P,；

Cpt[6]='045.0:，,； 

Cpt[7]='046.0:\u662F\u6211,0； 

(3)ユーザー・インターフェイス

図８は今年度、使用したユーザー・インターフェイスのサンプル・スクリプトである。ス

クリプトは次の４つの部分から榊成されている。

①字幕データのダウンロード

はじめに指定されたＷＷＷサーバ(ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.i・hosci・ac・ｊｐ/~yasuzuki/)から字幕デー

タ・ファイル(captionjs)をダウンロードする二（図８－①）

２５６ 
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ダウンロードに要する時間は、ファイルの大きさや通信速度によって異なるが、授業一回分

の字;iii;ファイル(容量約１０Ｋbyte)を'11七から電話1111線(通偏速皮は56Ｋbps)を通じてダウンロ

ードした場合、約４秒ほど。一皮ダウンロードしたファイルはテンポラリ領域に保存されるた

め、これをlIiII簾しない限り、IIJ皮ダウンロードする必要はない。

②ビデオクリップの再生と字幕のｎｊ９１

ビデオクリップの再生にはMicrosoflWindowsMediaPlayerVersion6.4ActiveXControlを

利j1lしている！'。（図８－②c）

ビデオクリップと字幕の|可期はDisplayCaptionファンクションによって行う。（図８－②a）

setlnlervaIオブジェクトによって一定時間(サンプルでは100ミリ秒＝0.1秒)ごとにこのファン

クションを呼び出し(図８－②b)、MicrosoftWindowsMediaPlayerVersion6.4ActiveX

ControIからCurrentPositionプロバティの値（ビデオクリップの現在位置)を読んで、字幕デー

タの開始時'１１１と対照し、該当する字幕を字幕領域(図８－②｡)に表示する｡

③ビデオクリップの制御１

ビデオクリップの制御はMicrosoftWindows】VIediaPlayerVersion64ActiveXControlのプ

ロバテイの値を変更することによって行なう。サンプル・スクリプトでは、コントロールバー

の表示・非衣>｣〈の切り換え(図８－③a)、クローズド・キャプションの表示・非表示の切り換え

（図８－③b)、15秒単位の巻き戻し(図８－③c)、１秒単位の巻き戻し(図８－③d)、再生・停止

（図８－③e)、１秒単位の早送り（図８－③f)、１５秒単位のlil送り（図８－③g)、３秒単位のリピー

ト（図８－③h)の８つのコントロール・ボタンを肘慾している。

④フォント・サイズの制御

字幕などのフォント・サイズの制御はFontResizeファンクションによって行う。（図８－④a）

起動時(図８－④c)のほか、ユーザーがスクリーン・サイズを変更した時にもイベント・ハンド

ラonResizeによってこのファンクションを1呼び出し、スクリーンの大きさに合わせてフォン

ト・サイズを股適化する。（図８－④b）
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ネットワーク対応の多凰鱈字幕配鱈システム

図８再生用ツールのサンプル・スクリプト

＜ＨＴＭL＞ 

＜ＨＥＡＤ＞ 

＜TITLE>MuLCCSSampIeScripに/ＴｌＴＬＥ＞
＜ＭＥＴＡＨＴ｢Ｐ－ＥＱＵ１Ｖ=,℃onlenI-Type口Content="Iext/html;charset=UTF-8吋＞

＜ＳＣＲＩＰＴＬＡＮＧＵＡＧＥ=`UavaScriptq＞ 
＜1-‐ 

varCpt當newArrayO；
〃--＞

ごＳＣＲＩＰＴ＞

<SCRIPTLANGUAGE='0JavaScripIo'SRC=Mhttp:"wwwj､hosei・acjpryasuzuki/Caption・jsW0〉
</SＣＲ|ＰＴ＞ 

<SCRIPTLANGUAGE竃UavaScnptn＞
＜１－ 

ShowCaptioning＝Ｏ； 
-Cu､臼ntCaptlon＝Ｏ；
functlonDisPlayCapliQnO【

Ｉ＝CunBntCapliOn； 
ｉｆ(MediaPIaye肚CmentPosltIOn＜pa｢seFIoat(CPI[１．spIit(風:両)【０１))｛

while((i二0)&&(MediaPlayer､Cu｢旧nlPOsiti0n〈paI宮eFIoat(Cptn.spllt(画:耐)【O])､(１－急;）

｝eIse（while(i<CPtIength-1＆＆MedlaPIayer､Cu｢IBnIPosition>parseFloaI(CpIU+1]・Split(叩:吋)(O])){l++I｝
｝ 
IfLShowCaPtiqning)（ 

CptAreaStyIe6fonlFamily卓働MSSongio；
CptAreavaIue室CptU]・sPIil(い)[1]；

）else（ 
CplA｢ea6valu-m・
）, 
CwTentCaptlcn＝i； 

） 
ル＞

</SCRIPT＞ 

１ ,① 

②ａ 

⑭>ａ 

＜１－ 

ＢＯＤＹ（ 
margin:0,0,0,0;background-co1orbIack； 

） 

INPUTCpIArea｛ 

Iont:2ｅｍ;color:while;ｂorder:none;background-colo｢:bIackiwidlh:100％;text-align:cenIer； 
） 
Abulton（ 

lont-weight:ｂｏＩｄ;color:Iightgrey;text-decoralion:none； 
border-width:thin;border-style:solid;border-color:lightgrey； 
background-color:｡a｢kslateg｢ay;width:１０％;margin:Ｏ１ｅｍ； 

｝ 
－＞ 

＜/STYLE＞ 

＜/ＨＥＡＤ＞ 
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＜ＢＯＤＹ 

ｏｎＬｏａｄ=画seⅡntervaI(IDisplayCaption()0,100)． ②ｂ 

(刀)ｂ

くＴＡＢＬＥＨＥ１ＧＨＴ=画100％ＭＷＩＤＴＨ='0100％､'ＣＥＬＬＳＰＡＣｌＮＧ=ＯＣＥＬＬＰＡＤＤｌＮＧ=O＞

<ＴＲＨＥＩＧＨＴ="８５％',ＷＩＤＴＨ=0,100％⑤＞ 

<ＴＤＡＬｌＧＮ=pcenterwVALIGN=Ootopoo＞ 

＜OBjECTHEIGHT=口100％厨ＷＩＤＴＨ=0.100％”

ＩＤ=耐MediaPIayer，CLASSID=℃ＬＳ１Ｄ:22D6F312-BOF6-11DO･g4AB-OO80C74C7E95"＞
＜ＰＡＲＡＭＮＡＭＥ=ⅦFiIeNamemVALUE='１sample・ｍｐｇ１１＞
＜PARAMNAME=，IAIlowChangeD1splaySiZeI0VALUE=1＞ 
＜PARAMNAME=`IShowCont『olsqiVALUE=O＞

＜PARAMNAME=碗ShoWTIacker,ＶＡＬＵＥ=1＞
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４．ＭｕＬＣＣＳの応用

今年度のデイクテーションの授業は実質１３回であったが、約90分ほどのビデオクリップをほ

とんど書き取ってもらい、解説することができた。レポートの結果を見ると、当初はヒアリング

があまり得意でなかった学生も、回数を亜ねるにつれて聞き取れる単語や表現の数が増えていっ

たことがわかる。ビデオクリップが持つ魅力にjlj11え、カセツトテープと同じように操作できるユ

ーザー・インターフェイスの使い易さが学習の効率と効果の向上に役立ったと思われる。

MuLCCSの応用例をもう一つ紹介しておこう。

筆者は今年度、講義授業の中でもMuLCCSを利用した。図９はアジアの表象文化Ｉ（中国の民

間芸能）という科目で使用したプレゼンテーション用資料の一画面である。科回の性格上、映像

や音声などの資料を利用することが多いため、識義は教室内の大型スクリーンにこうしたプレゼ

ンテーション用資料を表示しながら行った。

講義の途中で説明文の一部をクリックすると、ＭｕＬＣＣＳのiIji生画面が現われ、ビデオクリッ

プの下にＨ本譜訳の字幕が表示される。（図１０)再生画面はプレゼンテーション用に改良したも
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旨HＨ

唾

ので、コントロール・ボタンのかわりに字雅をクリックするとシーク・バーが現われ、ilj生箇所

が移動できる。

ちなみにこの盗料はＭｕＬＣＣＳも含め、すべてＨＴ対ＩＬをベースに作成しているため、これを

ＷＷＷサーバ｣Zに燈くだけで授業川のホームベージが構築できる。

図９綱義科目のプレゼンテーション用資料

ＩｍＰ■IｗＩＩＩＩ｣ⅡPI 

…－…－－貰描bdpf■土・時。

iHIwユ,凸笥色]＞一江口角凶強、“邸①

図１０プレゼンテーション用の再生画面(右はシーク・バーを表示したところ）

－，丘■

弓ﾖ観(錘唾

5．おわりに

以上、ＭｕＬＣＣＳの概要について紹介した。ＭｕＬＣＣＳはWebページを構築するための初歩的な

知識があれば、誰でも簡単に利l1jできるので、ぜひ活用していただきたい。

また、将来的には遠隔教育のための一技術として、ホームベージ｣この映像～音声コンテンツに
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ネットワーク対応の多言語字幕配信システム

聴覚障害者向けのクローズド・キヤプション機能をつけたり、海外の受講生向けに多言語による

字幕解説をつけるなど、アクセシビリティの向上やグローバル化への対応にも役立つものと期待
している。

《注》

lMuLCCSの動作環境としては、Window98以降に標準装備されているInternetExplorer40

以降とWindowsMediaPlayerVersion64、およびMicrosoft社が提供する多言語サポートの

I1iから該当する言語のLanguageSupportPackが必要となる｡

２この変換スクリプトを利用するにはInternetExplorer55以降が必要となる。また、変換後

はエスケープ文字が％になっているため、テキスト・エディタなどを使ってこれを￥に置き

換える必要がある。

３ＭicrosoftWindowsMediaPlayerVersion64ActiveXControlの詳細については、Microsoft

ＷｉｎｄｏｗｓＭｅｄｉａＰｌａｙｅｒ７ＳＤＫ(SoftwareDevelopmentKit)を参照。
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